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研究概要 

戦後日本の満洲移民の言説とそれを生産する社会関係について、「体験」の時期（1945

－65 年）、「証言」の時期（1965-90 年）、「記憶」の時期（1990 年－）と区分したうえで、

本年度は「体験」の時期を対象に、満洲移民の言説の収集・整理・分析を行い、満洲移民

体験者の主張と満洲認識を明らかにした。 

具体的には以下の作業を行った。 

・満洲移民に関する小説・開拓団史・体験記等を収集・分析した。 

・満蒙同胞援護会・全国開拓自興会等の引揚者団体資料を収集・分析した。 

・「未帰還者に関する特別措置法」に対する満洲移民関連団体の対応を、引揚者団体資料

によって、明らかにした。 

・「引揚者定着援護事業」「在外財産賠償請求運動」「未帰還者帰国促進運動」に対する、

世論の動向を、新聞記事等によって明らかにした。 

・満洲移民送出が多かった、長野県・岐阜県の拓友会の 3 名に対してインタビュー調査

を行い、拓友会の活動（団誌編纂・慰霊碑建立など）を明らかにした。 

・満洲移民経験が、小説・開拓団史、引揚者運動や拓友会の活動を通して、地域社会・

日本社会という公共圏において語られるようになる過程を分析することで、満洲移民

をめぐる親密圏と公共圏の再編成について考察した。 

以上の作業を踏まえて、「体験」の時期の、満洲移民の言説の特徴と引揚者定着援護・在

外財産賠償請求運動・未帰還者帰国促進運動における、国家・地域社会・満洲移民関連団

体・満洲移民引揚者の間の社会関係に関する論文を執筆中である。 
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